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■主な経歴

■活動のビジョン

■自身が関わった活動・作品・現場の概要

■自身が考える都市デザイン、まちづくり等の課題と解決策等
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Hirohide Konami 　1966年　東京大学工学部都市工学科を１期生として卒業、建設省都市局区画整理課に勤務。
その後、土木研究所道路研究室、関東地方建設局企画課、土木研究所システム課、首都圏整備委員会
事務局調整官付補佐、国土庁大都市圏整備局計画課補佐、京都府土木建築部都市計画課主幹、住宅・
都市整備公団再開発部市街地区画整理課長、建設省都市局区画整理課建設専門官、住宅都市整備公団
都市開発部事業管理課長、愛知県土木部都市計画課長、国土庁計画調整局総合交通課長、地域振興整
備公団都市整備事業部長、福島県土木部技監兼都市局長、フィリピン大学客員教授などを経て建設省
を退職、東洋大学、東京女学館大学、帝京平成大学の各教授を務めて現職に至っている。

　関東ブロックの運営委員として、世界に恥ずかしくない地域景観の形成に、微力でも尽くしたい。
　例えば、国会周辺の高層ビル群は我が国の象徴である国会を睥睨してしまった。また、武蔵小杉の
高層マンションでは、立体駐車場を腹づけしてしまい、すっかり景観を壊している。そのほか、マン
ション外壁の地域に不似合の色彩、事業所のどぎつい原色看板、商店街のばらばらな街並み、緑の極
端に少ない住宅地。このような景観の出現を何とか防ぐことは出来ないのか。というようなことを毎
日考えている。　　　　　　　　　　

　都市デザインに定食はないと考える。従って、こうあるべき、あああるべきということは出来な
い。また、自身の体調や季節によっても感じ方が変わってくる。少なくとも特定の商業目的を除く
と、落ち付いている方が良いのだと思う。色調の統一、高さの統一なども検討すべきでしょう。必ず
しも絶対条件ではありませんが。　

　特にありませんが、住宅・都市整備公団時代に、横浜のMM21と神戸のハーバーランドを担当し、
景観のマスタープランに参画いたしました。また、福島県土木部技監兼都市局長時代に、県下の景観
審査に審査委員として参画しました。いずれの場合も、周囲の都市景観と個々の建物との調和が大切
であり、そのための責任体制が我が国にはできていないこと痛感いたしました。
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